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第 6 章では，円弧部材の局部的なねじれ座屈に関する基礎的な特性を知るために， d[J げと軸力を同
時にうける円弧部材をとりあげている。基本的な応力状態を設定して，これについてねじれ座屈の特
性を示す資料を得ている。
第 7 章には第 2 ， 3 章で得られた基礎方程式の妥当性を検証するために行なわれた模型による載荷
実験の結果を示している口曲率面内と面外からの荷重をうける曲線材につき，その応力状態を実測し
て理論解と比較し，理論解の精度の十分満足できる程度に高い乙とを示し，慣用計算法による不備を
指摘している。
第 8 章は前記各章の総括的結論である。
本論文はアーチ及び曲がりばりに関する従来の設計計算法の不備を指摘し，さらにますます大型化
する土木構造物の安全度という問題について一つの示唆をあたえるものと言うととができる口すなわ
ち，曲線部材に関す石基礎式を，既往の研究とは異なった立場から論じて従来明らかにされていなか
った曲率面内および国外の変位の関連性を示し，さらに基礎式を各種の具体例に適用し，数値解によ
って曲線材設計上の資料を提供している。また実験結果によって理論式の妥当性を明らかにし，従来
の慣用計算法の不備を指摘している。将来かかる構造部材の設計にあたっては，本論文で示された各
種の結果は極めて有用な基礎的資料となるものと確信される。よって本論文は博士論文としての価値
あるものと認める。
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